


脱莢作業の省力化に関しては、設置式のゆで豆
専用脱莢機を平成11年に導入し、その後、平成18
年に自走式のゆで豆用脱莢機（文明農機製）を新
たに導入して更なる省力化が実現した。煎り莢用
品種の脱莢機に関しては、近隣の農機具販売業者
の協力により、水稲ハーベスタの台車部分に落花
生用の脱莢機を設置して、自走式脱莢機を製作し
た。その結果、圃場での脱莢機の移動が容易にな
り、省力化につながった。

図２ 自作の自走式脱莢機

ゆで豆用品種では、脱莢後の子房柄および茎葉
部除去の省力化のため、サトイモ除毛機を改良し
た調製機を導入し、調製後の洗浄作業については、
ニンジン洗浄機を使用して省力化と品質向上に努
めている。

落花生に使用する機械・施設のうち、落花生の
乾燥は、野菜苗と水稲苗生産や、イモ類の調製作
業に使用しているビニルハウスを共用している。
また、トラクター、サブソイラーは露地野菜およ
び水稲作と共同利用している。サツマイモつる処
理機は、カンショ生産と共用している。今後は収
穫作業の機械化が課題である。

その他の取組として、生分解性マルチを一部の
圃場に導入し、マルチ除去作業の省力化に取り組
んでいる。また、病害虫対策では、コガネムシの
フェロモントラップを設置して発生消長を把握し
て防除に活用している。

清水正夫氏は、長い歴史を持ち地域の特産品で
ある落花生への非常に強い思いをもっている。落
花生の生産だけでなく、落花生生産を志す新規就
農者の研修受け入れや、高齢化で減少する種子生
産を一手に引き受けて生産安定を図るなどの活動
は落花生の産地維持に大きく貢献している。

また、優良な経営を確立しており平成23年度に
認定農業者に認定され、地域の農業の重要な担い
手として認知されている。次世代の担い手育成
と、都市化した地域の中で取り組む農業及び農地
の維持が課題となっている中、清水氏の農機省力
化による取り組みは、落花生産地維持のモデルと
なっている。
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図３ 洗浄作業に使用するニンジン洗浄機


